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SEA (Science English Arena)

昨年度まで実施されていた学校設定科目「ASサイエンス・コミュニケーション」の特別講座「英語合

宿」の代替として，今年度は1月14日（木）の午前，および1月28日（木）の午後に「SEA (Science

English Arena)」というプログラムが実施されました。このプログラムでは，１・２学期の「ASサイ

エンス・コミュニケーション」の授業で学んだことを応用して，英語で課題研究の成果をアピールをす

る方法や，研究論文を書く際に使う表現を学んだり，実際に英語で研究発表を行ったりしました。

1月14日（木）の１回目は，英語で自分たちの研究の１分間アピールを作成しました。一見，簡単そう

に見えますが，実際やってみると一分で自分たちの研究の本意をまとめるのは難しく，しかも英語で

ビデオ会議という設定だったため，大変でした。また， 1月28日（木）の2回目は，英語での研究発表

を行いました。英語での発表ではどうしても時間が長くなってしまい，時間配分に苦労しました。所

要時間のほとんどを発表で埋めてしまって質疑の時間が十分に取れないこともありました。

COVID-19の影響で，韓国やタイの生徒の皆さんとの交流が難しく，英語で自分たちの研究に向

き合う事が少ない中で，この貴重な機会で多くのことを学ぶことが出来たと思います。

タイ研修（オンライン）：Thailand-Japan Student Science Fair 2020

1月14日: ALTのピアース先生の講義 1月28日：発表準備 1月28日：発表の様子

2月24日（水），25日（木）にThailand-Japan Student Science Fair 2020がオンラインで

実施されました。タイと日本，あわせて65校が参加する大会です。1日目は開会式とノーベル賞受賞

者らによる記念講演，シリントーン王女殿下ご臨席の下でのポスター発表，染色体についての学習と

タイの自然環境を知るオンライン旅行，2日目は分野ごとのオーラル発表と閉会式がありました。本

校からは２年ASコース7名が参加しました。

（感想）

・私はタイ研修に参加し、課題研究の発表を行いました。オンライン開催になってしまったことは残念

でしたが，先生方のご尽力でとても楽しかったです。交流の中で，タイならではの着眼点も知ること

ができ，有意義なものになりました。

・初のオンライン開催で戸惑うこともありましたがとても貴重な経験ができました。自分の発表では

スライドの全体の構成やレイアウトを工夫することができました。また，ほかの参加者の発表を聞き，

自分にない発想や興味深い研究内容に感銘を受けました。閉会式ではタイの伝統的な踊りの発表が

あり，カラフルな衣装と優雅な踊りがとても印象に残りました。今回学んだことをこれからの課題研

究や将来にいかしたいと思います。
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天安中央高等学校（ASコース）

ムンサンスオク高等学校（GSコース）

韓国研修（オンライン）：天安中央高等学校（ASコース)
ムンサンスオク高等学校（GSコース)

1月29日（金），今年度2回目の「韓国・天安中央高

等学校と課題研究協働プログラム」を行いました。

今回の交流で通算22回となります。前回のオンラ

イン交流では両校の全チームによるポスターセッ

ションのみでしたが，今回は，SSH日韓交流事業の

歴史や両校の紹介動画の視聴，分野ごとに分かれ

てのポスターセッションとフリートークを行いました。

コロナ禍で海外生徒との交流が制限される中，この

ようにオンラインでの交流ができたのは大きな成果

でしたが，やはり画面を通しての交流は，残念なが

ら国際交流ならではの言語・文化の壁だけではな

い，距離感の隔たりがあるように感じました。おそ

らく，現地での個人単位の交流の不足だけではなく，

画面の壁による互いの空気感の伝わりづらさが原

因として挙げられるのではないかと思います。今後，

もしオンラインでの交流となる場合，画面という壁

を乗り越える，新たな技術に期待したいと思います。

私たちは2月17日（水）にオンラインで行われた，ムン

サンスオク高等学校との「課題研究協働プログラム」

に参加しました。事前学習会ではメンバーのほとんど


